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まえがき

吸虫類虫卵の卵殻形成機転に関しては，Leuckart

(1863）の肝蛭虫卵の卵殻形成機転の研究を始めとし，

Henneguy (1906), Goldschmidt (1902～ 9),. 中山

(1912）， 小材、 (1915），氏家 (1936），中山 （1911, '12) 

等の研究があるが何れも細胞形態学的観察をもとにし

たものであった。然るに Vialli(1933, '34, '50）に至

って始めてとの牙野にも組織化学的な新しい研究方法が

適用され種々の興味ある事実が見出された。即t肝蛭の

卵黄腺（Vitellinegland, Vitellaria）の腺細胞内にチロ

ヂン酸化に由来するポ リフェーノーノレを組織化学的に証

明する事に依って，従来指摘された本細胞内の卵殻滴

(Shell granules, Schallen・Tropfchen）はチロヂン代謝

に由来するキノン体に関連した蛋自体であろうという事

が明かにされた。 Pryor(1940～55), Nurse (1950), 

Stephenson (1947)等も相次いで同様の見解を明らかに

したが，最近 Gonnert(1955) isiはマンソン住血吸虫

(Schistosoma mansoni）の虫卵卵殻の化学的性格並に

その形成機転に関する研究においても亦，卵殻を構成す

る主成分は蛋自体 （tanning-protein）であって，これは

卵黄腺細抱内の 1・チロヂン蛋白頼粒に由来す：るものであ

るとした。 Smyth(1956, '51，’54，’56), Yosufzai (1955) 

も亦吸虫類 〈肝蛭，肝吸虫等〉及び条虫類の或る種の

ものについて同じく本腺細胞が塩基性蛋白反応，ヂアゾ

反応，並．にポ リフェノ ール｛オキシダーゼ反応を示す事
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から之等の虫卵卵殻を構成する蛋自体の由来を卵黄腺細

胞内の塩基性蛋自に求めている。

著者等は大平肺吸虫 （Paragonzmusohiraz Miyazaki, 

1939）の虫体並に虫嚢部の細胞学的並に組織化学的検索

を行弓事によって本種虫卵の卵殻の化学的性格とその形

成機転に関与すると考えられる卵黄腺の役割について 2

-3の知見を得ると共に，更に卵殻の形成過程について

も生殖器系の解剖学的位置とその部における組織化学的

反応成績から明確な所見を得るととが出来た。こ〉にそ

の諸成績の概要を述べ耶防、考察を加えたいと思う。

実験材料

大平肺吸虫のメタセルカ リアは著者等が新に発見し

た南伊豆地方のベンケイガニの肝臓より採取し，横川等

(1955）とれを白煎に与え，3ヶ月後に剖検して肺臓より

成虫をとり出し，直ちに次に示す各種の固定液を用いて

固定した。 〈大平肺吸虫の白胤体内における成熟期聞は

凡そ30目前後てある〉

実験方法

主としてパラフィン切片によったが，脂肪染色には氷

結切片によった。虫体は悉く連続切片とし，次の如き各

種の染色を実施し相互に比較観察した。

〔A〕 ：糖質反応． (Camoy液固定）

(1) P.A.S.染色 （過沃度酸－Schiff反応〉による

多糖類染色

( 2）唾液消化試験によるグ リコグーンの決定

〔B〕 ：蛋白質反応 （Carnoy液固定）

(1）キサント プロテイン反応

( 2）塩基性蛋白 （Basicprotein）反応

-Tropaeolin O 染色

(3）チロヂン反応． α－Nitroso-R-Naphthol染色

( 48 ) 
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c 4)ニンヒドリン反応（α・アミノ酸反応）

(5）ワン ・ギーソン染色

〔C〕 ：；核蛋白（核酸RNA, DNAの証明） (Carnoy 

液国定）

(1）メチル緑ーパイロニン染色

(2）塩基性色素（トルイジン青〉による核酸のメタ

クロマジー（柴谷）

( 3) RNA除去実験（リポヌクレアーゼ，その他に

よる）

c 4)アオイルゲン核酸反応

〔D〕 ：脂質反応．（フォルマリン液固定）

c 1）所謂リポイド染色。 υ［＼村一矢崎のズダンE染

色）

c 2）ズダン黒（Sudanblack）染色

〔E〕 ：酸性多糖類証明としてのメタクロマジー法及び

ヒアロニダーゼ消化実験

〔F） ：解燐酵素（フォスファダーゼ〉

c 1)フォスフォモノエステラーゼ〈グリセロフォス

フア夕一Jぜ〉

a) アJレカリ

b) 酸性フオスフア夕一Jぜ

( 2）核酸フォスファターゼ（基質二RNA)

a) アルカリ性RNA－フォスファターゼ

b) 酸性RNA－フォスファターぜ

〔G） ：オスミウム酸ーズダン黒、染色（Osmicacid-

Sudan black technique）による卵黄腺細胞の

ミトコンドリア（Mitochondria）染色

〔E〕 ：鍍銀染色（Gomori法）

〔工〕 ：ヘマトキシリンーエオジン染色及びデイラフィ

ールドヘマトキシリン染色

実験成績

肺吸虫卵卵殻と卵黄腺における各種組織化学的反応の

諸成績は次の如くである。

(1）糖質反応としての P.A.S.染色及び唾液消化

実験によるグリコゲーンの決定 ：

本反応、に依って陽性を示すものは一般に多糖類のすべ

てであるが，就中グリコゲーン，ムチン，キチン質，糖

蛋白体，ヒアロン酸等て核酸は反応しない。と〉て問題

となるのはグリコゲーン及びグリコグーン以タ卜の糖質及

び酸性多糖類等てあるが後者については別に吟味した。

所見：

卵殻は陰性である。之に反し卵黄腺の腺細胞の胞体内

には組大及び微細頼粒が充満してみとめられた。特に強

陽性を示す微細頼粒は腺腔に面しそご基底部の反対刊の胞

体内及び腺腔内に多数群集し，霊的にも個々に可成りの

( 49 ) 
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差異がみとめられる。これは恐らく細胞の機能相に関係

するものと思われる。胞体の基底部には極めて微細な陽

性頼粒が充満しているものも存在する。尚嘩液反応、を行

うと之等の殆んどの陽性穎粒は最早や染色されないか，

叉は滅弱する事からとれら陽性穎粒はグリコゲーンに外

ならないと考えられる。然し乍ら唾液試験後に胞体内に

弱陽性を示す禰慢性もしくは一部穎粒状を呈した反応物

質の存在を確認出来るが，とれは恐らくグリコゲーン以

外の糖質の存在によるものと考えられる。

(2）蛋白質反応 ：

a) キサントプロテイン反応 ：

本反応、は蛋白質の礎石であるフェニーノレアラニン，チ

ロヂン， トリプトファン等の芳香族の存在による反応で

ある。

所見 ：

卵殻並に卵黄腺の腺細胞は共に強陽性を示したc

b) 塩基性蛋白反応 ：

Tropaeolin O による本反応は Chapman及び Cohn

(1924～27）等の染色理論にもとづき大原（1949）が創

案した方法て塩基性蛋白てあるアルギニン， リヂン，ヒ

スチヂン等が染色される。

所見 ：

卵殻並に卵黄腺細胞は共に強陽性を示した。

c) チロヂン反応 ：

チロヂン反応には数種があるが著者等は大原Fー倉田

(1949) c石J[¥1955）による α－nitroso-/1-naphthol法を

適用した。

所見 ：

卵殻並に卵黄腺細胞は共に強陽性を示した。

d) ニンヒドリン反応〈赤堀 1946・市Jr[1953) : 

本反応、はニンヒドリンが α・アミノ酸に酸化的に作用

して生ずる NH3がニンヒドリン及がその還元物と結合

し Diketo-hydrindyliden-diketohydroindamineを生U

紫色に発色する。

所見 ：

卵殻は中等度，卵黄腺の腺細胞は弱或は中等度陽性を

示した。

e) ワン ・ギーソン染色 ：

本染色は蛋白ピクラートの形成に関連した反応と考え

られている。

所見 ：

卵殻は中等度陽性に卵黄腺細胞は強陽性を示した。

(3）核酸（RNA,DNA）の証明 ：
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a) メチノレ緑（パイロニン染色

所見 ：

卵殻は均等調慢性にパイロニンに可染し，一方卵黄腺

の腺細胞内にはパイロニンに強陽性を示す組大な頼粒が

胞俸内に充満してみとめられた。本染色をRNA除去操

作後に実施すると卵殻の染色性は変らないが，卵黄腺の

腺細胞内のパイロニン可染性は全く消失する。

b) トルイジン青による核酸のメタクロマジー（柴

谷 1949, '53，横川等 1957)

所見 ：

卵殻は均等にトルイジン青に正染色性に染め出され，

一方卵黄腺の腺細胞内には育緑色の粗大な先に染め出さ

れたパイロニン警好性穎粒と同様な穎粒群が胞俸内に充

満して認められた。因みにRNA除去操作後の本染色て

はその染色性は消失した。

c) フオイルゲン核酸反応 ：

卵黄腺の腺細胞の胞体にはみとめられず核質内に限っ

てDNAが証明された。卵殻ては全く陰性てある。

(4）酸性多糖類染色（大野1951）及びヒアロニダー

ゼ消化実験（市Jfl1953) : 

所見

各種 pHの下に於ける卵殻及び卵黄腺の腺細胞の染色

成績は先述した（ 3）の b）の所見に類似する。酷酸緩

衡液 pH5.5のスプラクター消化実験，及び加熱処理

操作の両者に対する腺細胞内の染色性は減弱若くは消失

が認められなかった。

( 5）脂質反応くズダン E及びズダン黒染色） : JI [ 

村一矢崎25）によるズダンE染色及びズダン黒染色〈高良

1956, Lison 1953）を用いた。

所見

両者染色法によって卵黄腺の腺細胞内には類円形粗大

穎粒がよく染め出された。

(6）解燐酵素 ：

a) アルカリ性並に酸性フォスファターゼ（グリセロ

フォスファターぜ〉

両者共に卵黄腺細胞内に調慢性若くは頼粒状に強陽性

に反応、がみとめられた。

卵殻て、は弱陽性てある。

b) アルカリ性並に酸性RNA~フォスファターぜ ：

武内等（1952) （吉村 1952,'53）による核酸フォス

ファターぜ証明法を改変した吉村（1952～53）の方法を

用いた。

所見

〔寄生虫学雑誌・第 6巻 ・第 6号

アルカリ性RNA及び酸性RNAフォスファターぜ両

者ともにく 6）の a）の所見に類似して極めて鮮明に陽

性に出現した。 卵殻に於いては共に弱陽性もしくは陰性

てある。

( 7) ミトコンドリアの染色（ズダン黒による〉

腺細胞内のズダン可染性頼粒の本態を追究するためオ

スミウム酸固定による本法を試みた。卵黄腺の腺細胞を

解剖顕微鏡下に未乾燥操作に於いてすみやかに固定し高

・良 (.1956〕によるズダン黒染色法を用いた。更に古典的

なハイデンハイン鉄へマ トキシリン染色によるミトコ ン

ドリア染色をも併用した。

所見

卵黄腺の腺細胞内には大小不同の略々円形を呈する多

数のミトコンドリアが極めて鮮明にみとめられた。之等

の穎粒は所謂卵殻滴の穎粒間胞体内に充満している事が

わかった（plate1）。

Plate. I Mitochondria in the ce11 of 

vitelline gland. 

Figures of Mitochondria by means of osmic 

acid-Sudan black technique. 

Mi to.ニ Mitochondria

Vit. Cr. =Vitelline Granules 

Vac. =Vacuoles 

N.=Nucleus 

総括

上述の諸成績から卵殻ては蛋白質反応、のみが何れも陽

性を示したが卵黄腺の腺細胞に於ては蛋白質反応，糖質

（主としてグリコゲーン〉及び核酸（特にRNA）が豊

富に存在することが推定された。脂質反応ては特；三ズダ

ン黒可染性頼粒の存在を重視し，ミトコンドリアとの関

係に及んだ。今之等の諸出績を表示すれば Table1.の

如くである口

考察

上述の如き諸実験の成績から肺吸虫卵の卵殻の化学的

組成は主として蛋自体からなるととを明かにし，乙れが

形成の化学的メカニズムには卵黄腺の腺細胞が重要な役

割を演ずるとした諸家の説を再確認すると共に，更に核

( 50 ) 
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Table I. Results of the histochemical reactions of the 

vitelline glands and of the egg-shell. 

Histochemical reactions Vi telline glands 

・ a) P.A.S. stain. Excellent 
Carbohydrate-reaction 

b) Glycogen (Saliva-test) Positive 

a) Xanthoprotein-reaction Excellent 

b) Basic ::il~~i_0)eaction Excellent 
(Trop ) 

Protein-reaction c) rαy：~~in-reaction Excellent 
( troso-R-naphtol) 

d) Ninhydrin・reaction Fair 

e) Picrate build in Van- Excellent 
Gieson stain. 

a) Lipoid-reaction Excellent 

Lipid-reaction 
b) Sudan black stain Excellent 

a) Pyronin-methylgreen stain Excellent 
(Pyron in a伍nity)

RNA-proof 
b) RNA-metachromasy Positive 

(Shibatani) 

c) RNA-stain. after Disappeared 
RNA-removal, 

DNA-proof Feulgen nuclear reaction Positive 
(in nucleus) 

お1ucopolysaccharide Toluidinblue-metachromasy None 

( I) Phosphomonoesterase 

a) Alkaline glycerophosphatase Positive 

b) Acid glycerophosphatase Positive 
Phosphatases 

(II) RNA-phosphatase 

a) Alkaline R=h~：~；:a~：tase Positive 

b) Acid RNA- Positive 
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Egg-shell 

None 

Negative 

Excellent 

Excellent 

Excellent 

Excellent 

Excellent 

None or weak 
positive 

None or weak 
positive 

Weal王

Negative 

Unchanged 

None 

None 

1再leakpositive 

Weak positive 

Weak positive 

羽Teakpositive 

蛾 RNA，ズダン可染性穎粒及び蛋白合成の代謝過程に る。 McManus(Hl4.6～1948) c市川 19 ）はアミノ酸と

最も関連性の深い解燐酸素を始めて証明し得た。 ζ 〉に してセリ ン，ハイドロオキシリヂンも染まるという。唾

今一度考察を試みてみる。 液反応て、消失しないP.A.S.可染性物質の本懸について

( 1）糖質反応について ： は主だ充牙に解明されていないが恐らくは或る種蛋自体

卵黄腺の腺細胞には極めて豊富にグ リコグーンが証明 と複合した Polymerの形て存在している様てある。理

さ札たがとのことはグ リコゲーンの生機的意義を考える 論的にはーCHOH-CHOHーの反応基をもった高分子の含

とき興味あることと思われる。尚本腺細胞内にはグリコ 水炭点（Polymercarbohydrate）及び一CHOH-CHNH2ー

ゲーン以外の糖質の存在することにも注目した。 Glick 基のbるハイドロオキシアミノ酸も本反応に陽性に出現

(1949）によれぼ之が陽性物質は主としてグリコグー する筈であって，卵黄腺の腺細胞内にか〉る物質の存住

ン，ムチン， ムコプロテイ ン等であるが，更にキチン， が推定されたととは興味深い。最近 Smyth (1956）は

ヒアロ ン酸，セロプロシツドも之に反応し，更らに Pe- 肝蛭のメ ーリ ス腺内にか〉る物質の存在を指摘しホルニe

-..arse (1949）は多糖類，粘液多糖類等のタトに糖蛋自体， 糖 ンとの関連性を示唆している。

月旨質，燐脂質，脂蛋白体等も陽性を示す事を記載してい (2）蛋白質反応、について ：

( 51 ) 
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卵黄腺細胞及び卵殻共に各種の蛋白質反応、が強陽性に

出現す。ることは上述の如くである。 Smyth等 (1954,

1956）の注目した塩基性蛋白については著者等も亦 Tro-

paeolin O染色によって再確認した。チロヂン反応ては

従来のミロン反応に代るに α－nitroso-/1-naphthol反応

によって成功した。とのことは既に Stephenson等

(1947）が肝蛭の卵殻はチロヂン由来の“ tanning-pro-

tein”であるとする説や， Brown(1950, '52) (Ha・

ckman 195:.l）の畑虫の Cu.ticulaに同様の物質がみら

れるとする説等と関連して興味深い。 Sealock及~ Sil・

berstein (1939) (Gonnert Hl56, Rienits 1950）は動物

体内の l－チロヂン代謝にビタミンCが関与するという

説，更らに最近に至ってビタミンCが卵殻の形成に重要

な関述性を有するととが Gonnert(1955）等によって

明らかにされて来ている。 Gonnertは細砲形態学的に

も卵黄腺細胞内の頼粒が卵黄導管上皮の機能的制御の下

に胞体外に放出され氏の所謂“ leerDotterzellen” に

なるという事を証明しているが著者等も亦これらの過

程を組織化学的にみて所見を得ている。猶亦 Smyth

(1954～1956）等は Catechol(DL-0・diphenol）による

ポリフェノールーオキシダーゼを腺細胞に証明し塩基性

蛋白から卵殻蛋自の形成過程を次の様；こ説明している。

Protein+O・diphenol →Protein十
Polyphenol oxydase 

Quinone = Quinone-tanned protein (Sclerotin) 

(3）核酸の存在について：

核酸特にRNAの生機的意義については今夏ら述べる

までもないが著者等は卵黄腺の腺細胞内に極めて豊富に

RNAがみとめられたという事は重視すべき事と考えて

いる。即ち Brachet(1950）， 江上 (1953,'55），市川

(1953）等ものべている様に蛋白合成の旺盛な細胞には

一般にRNAの濃度が高い筈であって，とれは著者等が

同時に証明した腺細胞内のフォスファターゼの存在及び

BASEMENT MEMBRANE 
LIPIDS 

VITE LUNE GRANULES IN VIτDUCT ANP OOTY p E 

PROTEIN 
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ミトコンドリアの所見と共に重要である。

(4）脂質特にズダン黒可染性頼粒とミトコンドリアー

との関係について ：

ズダン黒が従来の脂質染剤と異なって細胞質内の化学

的構成要素の一つである非顕性脂質（Maskedlipids) 

を容易に染め出しうる事が明らかにさ札て以来， Casp-

erson (1940～1950), Claude (1945～1948) , Bourne. 

(1951), Buchner. Roulet(1955）， 高良(1956）等の研究が

示している様にミトコンドリアの化学的成牙としての脂

質がRNAと共に主要な構成牙であるととがズダン黒に

よる染色成績等から電視されて来ている。従って若者等

も本腺細胞について検索した様に各種の組織化学的反応

に対して陽性を示す部位と極めて密接な関係を有する部

位に多数のミトコンドリアが認められた事は興味深い。

( 5）フォスファターゼの存在とその意義について：

卵黄腺の腺細胞内にはアルカリ性並に酸性のグリセロ

フォスファターぜ及びRNA~フォスファクーゼが共に

特異的に陽性に出現したが，本酵素が生体内蛋白合成や

燐酸代謝に重要な意義がある点から注目すべき所見と忠 ・

われる。

(6）卵黄腺の腺細胞内頼粒の本態並に卵殻蛋白形成

機転に関する考察：

以上述べて来た諸成績と考察から著者等は従来卵殻形

成に関与するとされていた卵黄腺の役割はその胞体内に

有するRNAを主体とする蛋白体を始め糖質，脂質等も

之れに関与し，同時に存在するフォスファターモの介在

によって燐酸代謝より蛋白合成（卵殻蛋自の合成〉へと

固まぐるしい動きが行われているものと考えたい。即ち

穎粒自体はRNA－ミトコンドリアー酵素（と〉ては主

としてフォスファターゼ〉という最も重要な細胞胞俸内

愈粒を反応の場として卵殻の蛋白を合成するものであろ

うと思われる。今著者等の考察を図示すれば図Eの如え

である。

( 52 ) 
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結論

著者等は大平肺吸虫 （Paragonimusohirai Miyazaki 

1939）を材料として肺吸虫の虫卵卵殻並に卵黄腺につい

て各種の組織化学的反応を実路し概附況の如き事実を明

らかにし得た。

① 卵黄腺の腺細胞にはグリコーゲーンを含めた多糖

類が豊富に存在するが，卵殻自体には糖質は全く認めら

れなかった。

② 卵黄腺の腺細胞内には蛋白質反応としてキサン ト

プロテイン反応，チロヂン反応，塩基性蛋白反応，並に

エンヒドリン反応、が何れも陽性に認つられとが，史に卵

殻自体にも亦共通して陽性に出現した。

③ 卵黄腺の腺細胞内にはRNAが極めて豊富に認め

られ核質内にはDNAも亦証明さ1した。一方卵殻自体に

は何れの核酸もみとめられなかった。

④ 卵黄腺の腺細胞内及び卵殻には酸性多糖類は証明

されなかった。

⑤ 卵黄腺の腺細胞内にはズダンE及びズダン黒に可

染する脂質がみとめられたが卵設には証明されなかっ

た。

⑥ 卵黄腺の腺細胞内には特有の形態を有するミトコ

ンドリアが多数存在することが解った。

⑦ 卵黄腺の腺細胞内？こはグリセロフォスファターゼ

及。：RNA－フォスファターゼがアルカリ性並に酸性共

に夫ノセ特異的に陽性に出現することが解つえ。

⑧ 卵黄腺の腺細胞内のミトコンドリアと上述の各種

の組織化学的反応？とよって陽性にみとめられた部位とは

極めて密掠な関連性があるととが明らかとなった。

⑨ 以上の諸成漬から肺吸虫卵卵殻の化学的組成の主

体は蛋自体であろうと考えら.llる。

⑪卵殻の形成には卵黄腺が関与し，その胞体内に豊

富に存在するRNAを主体とする蛋白質が卵殻蛋白の形

成の礎石を供給すると思われるが，之等の生化学的過程

には同時に本腺細胞内に存在する糖質，脂質，及びフォ

スファターゼが相互に関連し燐酸代謝より蛋白合成えと

複A!ft.な動きを示すものと推定される。
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Summary 

Histochemical studies on the Paragonimus oh-

irai were conducted in order to make clear the 

chemical nature of the egg-shell and the role 

of vitelline gland on the egg-shell formation and 

the process. The adult worms (Paragonimus 

ohirai Miyazaki 1939) removed from the lungs 

of the weasels which were naturally infected in 

the province of the South Izu of Shizuoka Prefec-

ture and from the lungs of the white rats experi-

mentally infected with P. ohirai were used for 

this experiments. 

The results obtained were as follows. 

(1) Polysaccharides containing glycogen was 

positive in the vitelline gland cells, but negative 

in the egg-shell. 

(2) Protein test reactions, such as xanthopro-

tein reaction, basic protein reaction ¥Tropaeoline・

0・Stain). Tyrosin reaction （α－nitroso-R-naphthol 

test) and ninydrin reaction were all specifically 

shown positive in the both of the vitelline gland 

cells and in the egg-shell. 

(3) Ribonucleic acid (RNA) was strong positive 

in the protoplasma of the gland cell. On the 

other hand desoxyribonucleic acid (DNA) was 
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proved only in the nucleus of the all. The both 

nucleic acid was not proved in the egg-shell. 

(4) Sudanophile granules which show the a伍．

nity to Sudan black were proved in the vitelline 

gland cells only, but not in the egg-shell. 

(5) Mitochondria in the gland cells were stai-

ned out as the round granules by the osmic acid 

Sudan black technique. It seems probable that 

the granules in the vitelline gland cells and mito-

chondriae may have very close relation in the 

process of the egg-shell formation. 

(6) Alkaline and acid phosphomonoestrase (gly・

cerophosphatase) and RNA-phosphatase were 

specifically proved in the gland cells. 

(7) Histochemical nature of the egg-shell of 

Paragonimus will be considered as the polymer 

protein. 

(8) It would be concluded that the vitelline gland 

may be related very closely to the prosess of the 

egg-shell formation from the following reasons. 

Vitelline gland is rich in RNA, many other proteins 

(especially basic protein), polysaccharides, lipids, 

and phosphatases, and very complicated biochem-

ical mechanism will be carried out in the vitel-

line gland to synthesize egg-shell protein from 

phosphor-metabolism. 

Explanation of Photographs 

1. Periodic-acid-Schi旺（P.A. S.) reaction. 
2. Glycogen granules in vitelline gland. 
3. Xanthoprotein reaction. 
4. Basic protein reaction (Tropaeolin 0-stain.) . 
5. 民fothylgreen-pyroninstain. 
6. Pyroninophile granules (RNA) in vitelline gland. 
7. Lipid reaction (Sudan black B stain.) . 
8. Alkaline glycerophosphatase. 
9. Acid RNA-phosphatase. 

10. Mitochondria in the cells of vitelline gland. 
11. Stage of discharging of vitelline granules in vitelline reservoir. 
12. Stage of ploymerization of vitelline granules in the beginning part of 

the canal of uterus. 

Abbreviation : Vit. g. - Vitelline gland 
E. - Egg of Paragonimus ohirai 
Gly. 一一 Glycogengranules 
Ut. - Uterus 
Py. - Proninophile granules (RNA) 
Int. 一一 Intestine
Os. - Ossification (Phosphatase positive) 
Vit. d. - Vitelline duct 
Vit. c. - Vitelline cell (Yolk cell) 
E. s. - Stage of egg-shell formation 
b. Ut.ー Beginningof the canal of uterus 
Mit. - Mitochondria 
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Photo. I Histochemical reactions of the vitelline glands and egg-shell. 
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